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1. はじめに 

話者照合とは，音声を用いて個人を認証する技術で

ある．特に，発話内容に制約を課さないテキスト独立

型話者照合は利便性の点で有望であるものの，登録時

と照合時の発話に含まれる音素の分布の違いが照合性

能に悪影響を及ぼすことが知られている．そこで本研

究では，音声が持つ情報のうち音素の決定に寄与する

情報（以下，音素情報）を除去することで，話者の決

定に寄与する情報（以下，話者情報）を正確に抽出し，

テキスト独立型話者照合システムの特徴量として用い

ることを試みた． 

2. 出現音素の偏りに頑健な話者特徴抽出 

深層学習を用いて音響特徴量から音素情報を除去す

る手法を提案する．提案手法では，1）音響特徴量から

音素情報を表すベクトルの抽出，2）音素情報のベクト

ル表現の元の音響特徴空間へのマッピング，3）音響特

徴と音素情報のみを持つ音響特徴の差を計算，という

3つの処理により，音素変動の影響を受けにくい話者

照合に適した特徴量を得る． 

１）では，音素認識を行う Deep Neural Network 

(DNN)を構築する．この DNN の入力は音響特徴量 𝒙 

であり，出力は音素事後確率分布である．このネット

ワークの出力層の一つ前の層はコード層と呼ばれ，そ

こから得られる情報は音素を識別するための情報が支

配的である[1]．つまり，コード層には音素情報が集約

されており，理想的には話者情報を含んでいない．そ

こで，このコード層の出力を音素情報のベクトル表現

（音素情報ベクトル）として使用する． 

2）では，抽出した音素情報ベクトルを元の音響特徴

量の空間にマッピングする．このマッピングを行う

DNN は，前段で抽出した音素情報ベクトルを入力とし，

対応する元の音響特徴量 𝒙 を教師データとして学習す

る．したがって，このネットワークの出力𝒙 ̃は音素情

報のみを含んだ音響特徴量となることが期待される． 

3）では，得られた特徴量 𝒙 ̃を用いて元の音響特

徴量 𝒙 から話者照合に寄与しない音素情報を除去

する．本研究では，音響特徴量は音素情報とその他

の話者性などの因子の線形結合で表せると仮定する．

したがって，以下のように音素情報の影響を受けな

い特徴量𝒙̂が得られる． 

表 1 GMM/SVM システムによる等誤り率(%) 

 

 

 

3. 評価実験 

GMM-SVM フレームワーク[2]を用いて話者照合実

験を行った．提案手法により音素情報の除去を行った

音響特徴量と従来の音響特徴量を用いた場合を比較す

ることで，提案手法の有効性を評価した． 

本実験では，科学警察研究所により作成された大規

模話者骨導音声データベース[3]に収録されているデ

ータのうち，通常のマイクロホンで録音された男性

157名の音声を用いた．平均発話時間は約4秒である．

評価には，本人音声として 78 名の各 5 発声を，詐称

者音声として登録話者 78 名の各 390 発声を用いた． 

音響特徴量は MFCC 12 次元，対数パワー，各Δ項

の計 26 次元を用いた．また，UBM，DNN の学習に

は，評価に用いていない 157 名の各 5 文，約 3000 秒

の音声を用いた．音素情報ベクトルを抽出する DNN

は 5 層（ニューロン数は 182,1000,500,200,36）の全

結合型ネットワークであり，入力は前後 3 フレーム（計

7 フレーム）の音響特徴量を連結して用いた．音素情

報ベクトルを復元する DNN も 5 層（ニューロン数は

200,1000,2000,4000,26）の全結合型である．このとき，

長母音と短母音を同一音素として扱った．これは，入

力される音響特徴量（7 フレーム）が 70ms 程度と短

い音声の特徴しか扱えないため，長短の判別が困難で

あると考えたためである． 

実験結果を表 1 に示す．音素情報を除去することで，

従来手法の等誤り率を 40%削減することができた． 

4. 今後の予定 

今後は，DNNが抽出した音素情報の分析を行う予

定である． 
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𝒙 = 𝒙 − 𝒙 (1) 

従来特徴 0.2564 

提案特徴 0.1545 
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